
平
成
二
十
年
十
月
二
十
一
日
提
出

質

問

第

一

四

六

号

遺
伝
子
組
換
え
食
品
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

岩

國

哲

人
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遺
伝
子
組
換
え
食
品
に
関
す
る
質
問
主
意
書

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食
品
・
食
品
添
加
物
（
以
下
、
「
遺
伝
子
組
換
え
食
品
」
）
の
安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
厚
生

省
は
平
成
三
年
か
ら
「
安
全
性
評
価
指
針
」
に
基
づ
い
て
個
別
に
安
全
性
審
査
を
行
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
、
法
律
に
基
づ
か

な
い
任
意
の
審
査
で
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
厚
生
労
働
省
は
、
「
遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
開
発
や
実
用
化
は
、
近
年
、
国
際
的
に
も
急
速
に
広
が
っ
て

き
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
新
し
い
食
品
の
開
発
が
進
む
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
」
こ
と
を
根
拠
と
し
て
、
食
品
衛
生
調
査
会
の
審

議
結
果
を
踏
ま
え
、
安
全
性
審
査
が
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
国
内
で
流
通
し
な
い
よ
う
、
食
品
衛
生
法
の
規
格
基
準
（
厚
生
省

告
示
）
を
改
正
し
て
、
「
安
全
な
食
品
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
安
全
性
審
査
を
法
的
に
義
務
化
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
、
安
全
性
審
査
を
受
け
て
い
な
い
遺
伝
子
組
換
え
食
品
は
、
輸
入
、
販
売
等
が

法
的
に
禁
止
さ
れ
、
平
成
十
五
年
七
月
一
日
に
食
品
安
全
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
内
閣
府
に
食
品
安
全
委
員
会
が
発
足
し
た
こ

と
に
伴
い
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
安
全
性
審
査
は
食
品
安
全
委
員
会
の
意
見
を
聴
い
て
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
農
林
水
産
省
は
、
遺
伝
子
組
換
え
に
関
す
る
表
示
に
係
る
加
工
食
品
品
質
表
示
基
準
第
七
条
第
一
項
及
び
生
鮮
食
品

品
質
表
示
基
準
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
農
林
水
産
大
臣
の
定
め
る
基
準
（
平
成
十
二
年
三
月
三
十
一
日
農
林
水
産
省

一



告
示
第
五
一
七
号
）
に
よ
り
、
「
一
定
の
品
質
や
特
別
な
生
産
方
法
で
作
ら
れ
て
い
る
か
否
か
」
と
い
う
点
で
、
表
示
義
務
を

課
し
て
い
る
。

こ
れ
に
関
連
し
て
、
以
下
質
問
す
る
。

一

現
行
制
度
下
で
は
、
遺
伝
子
組
換
え
食
品
の
表
示
（
以
下
、
表
示
）
に
関
す
る
事
務
は
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
及

び
内
閣
府
が
管
轄
し
て
い
る
。

民
主
党
は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
お
い
て
、
食
品
安
全
行
政
に
つ
き
、
厚
生
労
働
省
、
農
林
水
産
省
、
内
閣
府
の
業
務
の
一

体
化
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ま
で
に
省
庁
間
で
、
表
示
に
関
す
る
政
策
に
つ
き
、
協
議
し
た
実
績
は
あ
る
か
。

ま
た
、
現
在
、
消
費
者
庁
の
創
設
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
消
費
者
庁
な
ど
他
機
関
に
移
管
し
、
一
元
的
管
理
を
行
う
こ

と
を
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

二

ナ
タ
ネ
油
は
日
本
人
が
消
費
す
る
食
用
油
の
約
六
割
を
占
め
て
い
る
が
、
現
在
日
本
で
利
用
さ
れ
て
い
る
菜
種
の
約
九
割

は
カ
ナ
ダ
産
で
あ
り
、
こ
の
カ
ナ
ダ
産
菜
種
の
約
八
割
（
栽
培
面
積
ベ
ー
ス
）
は
組
換
え
種
で
あ
る
。

わ
が
国
の
現
行
制
度
下
で
は
、
遺
伝
子
組
換
え
表
示
が
ナ
タ
ネ
油
を
は
じ
め
と
す
る
食
用
油
に
は
な
い
が
、
こ
の
理
由
と

し
て
は
、
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、

二



�

加
工
過
程
で
た
ん
ぱ
く
質
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
分
解
さ
れ
る
た
め
に
検
出
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
。

�

物
品
の
流
通
経
路
を
生
産
段
階
か
ら
最
終
消
費
段
階
あ
る
い
は
廃
棄
段
階
ま
で
追
跡
が
可
能
な
状
態
と
す
る
ト
レ
ー
サ

ビ
リ
テ
ィ
法
が
導
入
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
遺
伝
子
組
換
え
作
物
由
来
の
原
料
で
あ
る
か
ど
う
か
確
認
不
可
能
で
あ

る
こ
と
。

�

加
工
過
程
で
た
ん
ぱ
く
質
が
分
解
さ
れ
る
の
で
、
遺
伝
子
組
換
え
由
来
で
あ
っ
て
も
な
く
て
も
作
物
と
し
て
同
等
と
考

え
ら
れ
る
こ
と
。

を
根
拠
と
し
て
、
義
務
表
示
の
対
象
外
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｅ
Ｕ
で
は
、
原
料
の
中
に
遺
伝
子
組
換
え
由
来
の
た
ん
ぱ
く
質
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
検
出
で
き
る
か
否
か
に
か
か
わ
ら

ず
、
す
べ
て
の
原
料
を
義
務
表
示
対
象
と
し
、
分
別
さ
れ
た
原
料
に
お
け
る
混
入
率
は
〇
�
九
％
ま
で
が
義
務
表
示
対
象
外

と
さ
れ
、
日
本
の
五
％
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
引
き
下
げ
を
検
討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

ま
た
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
の
導
入
に
関
す
る
検
討
は
行
っ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

三

昨
今
の
食
料
価
格
高
騰
や
、
輸
入
食
品
に
関
す
る
安
全
性
の
議
論
に
伴
い
、
食
料
自
給
率
向
上
が
政
府
・
与
党
か
ら
も
強

く
主
張
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
伝
子
組
換
え
で
な
い
食
品
の
栽
培
を
、
政
府
と
し
て
補
助
・
支
援
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
る

三



か
。

右
質
問
す
る
。

四


